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，一族を犠牲にし
4 4 4 4 4 4 4
ながら奮戦した義朝を冷遇
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
・抑圧したと考える通説的理解
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（上横手1969／1997，p.76）と記述されている。
田中稔は，「源義朝はその戦功にもかかわらず父為義を斬ることを要求さ
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てもなお
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当為に即して
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く任じられてきた
4 4 4 4 4 4 4 4
重職」という点を強調するよりも，清和源氏の先途を考
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過程と人々がその結果に驚いた事情
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（追討を実施したら
4 4 4 4 4 4 4 4
）必ず勧賞あるべき
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，正盛一族
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，子息２人へ
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ことである。
頼義の認識では
4 4 4 4 4 4 4
，「希代之大功
4 4 4 4 4
」であり，「殊常之厚賞
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，それ以前の立場
4 4 4 4 4 4 4
・地位を考慮せねばならない
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，
乱以前の地位を超えて
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，勲功が与えられた

























































































4 4 4 4 4 4 4
。持二参彼聞書一	。此事，Ⓡ２
藤原秀郷朝臣天慶三年三月九日自二	六位一	昇二	従下四位一	也。武衛御本位
4 4 4 4 4
者従下五位也
4 4 4 4 4 4
。被レ	准二	彼例一	云々。亦Ⓡ３依二	忠文〈宇治民部卿〉之例一。
可レ	有二	征夷将軍
4 4 4 4
　宣下一	歟之由有二	其沙汰一	。Ⓡ４而越階事者彼時准拠
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。
勲功の越階
4 4 4 4 4
，その例ある































































































































































































































































































































































































































































































































年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 正４位下 7 安芸守 1 8
1156.7 正４位下 7 播磨守 2 9
保元２ 1157.1 正４位下 7 播磨守 2 9
1157.7 正４位下 7 播磨守 2 ９
保元３ 1158.1 正４位下 7 播磨守 2 ９
1158.7 正４位下 7 太宰大弐 4 播磨守 2 13
保元４ 1159.1 正４位下 7 太宰大弐 4 播磨守 2 13
平治１ 1159.7 正４位下 7 太宰大弐 4 播磨守 2 13
表２　経盛の位階・官職・国の獲得状況および指標
年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 従５位下 1 1
1156.7 従５位下 1 1
保元２ 1157.1 従５位下 1 知・常陸介 1 2
1157.7 従５位下 1 知・常陸介 1 2
保元３ 1158.1 従５位上 2 知・常陸介 1 3
1158.7 従５位上 2 知・常陸介 1 3
保元４ 1159.1 従５位上 2 知・常陸介 1 3
平治１ 1159.7 従５位上 2 知・常陸介 1 3
表３　教盛の位階・官職・国の獲得状況および指標
年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 従５位上 2 知・淡路守 1 3
1156.7 従５位上 2 知・淡路守 1 3
保元２ 1157.1 従５位上 2 知・淡路守 1 3
1157.7 従５位上 2 知・淡路守 1 3
保元３ 1158.1 正５位下 3 知・淡路守 1 4
1158.7 正５位下 3 左馬権頭 2 知・淡路守 1 6
保元４ 1159.1 従４位下 5 左馬権頭 2 大和守 2 9




年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 正５位下 3 知・常陸介 1 4
1156.7 正５位下 3 知・常陸介 1 4
保元２ 1157.1 正５位下 3 右兵衛佐 0 安芸守 1 4
1157.7 正５位下 3 右兵衛佐 0 安芸守 1 4
保元３ 1158.1 従４位下 5 中務権大輔 4 安芸守 1 10
1158.7 従４位下 5 中務権大輔 4 安芸守 1 10
保元４ 1159.1 従４位上 6 中務権大輔 4 三河守 1 11
平治１ 1159.7 従４位上 6 中務権大輔 4 三河守 1 11
表５　重盛の位階・官職・国の獲得状況および指標
年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 従５位下 1 中務小輔 2 3
1156.7 従５位下 1 中務小輔 2 3
保元２ 1157.1 従５位上 2 中務小輔 2 4
1157.7 従５位上 2 中務小輔 2 4
保元３ 1158.1 正５位下 3 左衛門佐 1 4
1158.7 正５位下 3 左衛門佐 1 4
保元４ 1159.1 正５位下 3 左衛門佐 1 遠江守 1 5
平治１ 1159.7 正５位下 3 左衛門佐 1 遠江守 1 5
表６　基盛の位階・官職・国の獲得状況および指標
年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.7 従５位下 1 1
保元２ 1157.1 従５位下 1 1
1157.7 従５位下 1 1
保元３ 1158.1 従５位下 1 1
1158.7 従５位下 1 1
保元４ 1159.1 従５位下 1 知・淡路守 1 2
平治１ 1159.7 従５位下 1 1
表７　宗盛の位階・官職・国の獲得状況および指標
年号 西暦 位階 官職 国 計
保元３ 1158.1 従５位下 1 1
1158.7 従５位下 1 1
保元４ 1159.1 従５位下 1 1
平治１ 1159.7 従５位下 1 知・淡路守 1 2
177
表９　清盛一家と義朝（一家）の官・爵・国獲得指標の推移
保元1.1 保元１.7 保元2.1 保元2.7 保元3.1 保元3.7 保元4.1 平治1.7
清盛の〈家〉 19 21 21 23 32 38 44 44
義朝（一家） 2 4 5 5 6 6 6 6
0

















年号 西暦 位階 官職 国 計
保元１ 1156.1 従５位下 1 下野守 1 2
1156.7 従５位下 1 左馬頭 2 下野守 1 4
保元２ 1157.1 従５位上 2 左馬頭 2 下野守 1 5
1157.7 従５位上 2 左馬頭 2 下野守 1 5
保元３ 1158.1 正５位下 3 左馬頭 2 下野守 1 6
1158.7 正５位下 3 左馬頭 2 下野守 1 6
保元４ 1159.1 正５位下 3 左馬頭 2 下野守 1 6

































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
後白河方に加った
（同，p.176），あるいは，「嫡子義朝だけが板東武者を自らの下に組織し
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，国および国守を経由した







































steadily	after	 the	Hougen	Disturbance	 in	 spite	of	Yoshitomo’s	acts	of	
courage.	It	 is	presumed	that	Yoshitomo	held	the	view	that	the	situation	
187平治の乱における源義朝謀叛の動機形成
with	regard	to	the	Kiyomori	 family	could	not	be	recovered	through	the	
usual	means.
